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鏡面像形成をみる。吐気強くしかも幅吐なく，胃ゾ 垂炎 17例中 10例は穿孔性腹膜炎を起し，その予後
ンデによる吸引不能。午後 9時開腹手術施行。膨隆 は不良である。即ち 2例死亡し，更に膿蕩形成  4
は胃自体であり，胃切聞により 2500ccの胃液(胆 例，麻痔性イレウス 1例を見ている。
汁色なし〉多量のガス排除，噴門及び幽門を旋回点 先天性消化管異常について，死亡例を中心に検討
とし，胃の長軸を軸とする背方への 1800の軸転であ を試み，剖検所見と対比した。
り，乙れを整復，一次的に閉鎖して全治せしめ得 手術時期，手術適応決定，院内感染，手術操作の
た。本疾病は比較的稀なものであり，心不全を伴つ 問題等，反省すべき点は多々あるが，これら資料に
ていた点手術適応の決定に苦心した。 基いて，今後の手術成績の向上への一指針としたい
症例を報告し，併せて診断上の問題などにつき検 と願うものである。
討を加えた。 
36.先天性幽門狭窄症に対する内科的療法と外科
35.乳幼児手術成績の検討 的療法の選択に関する研究
国立千葉病院外科 O郡山春男 千葉大小児科数馬欣一
整形外科 斎藤 弘 本症の外科的治療の臨床的適応規準として，生後
近時小児外科への関心が高まり，そ P手術成績は :2.，3週間以内に幅吐の始まったもの，生下時体重が
著しく向上している。しかし乍ら乳幼児手術に於い 3kg以下のもの，初診時の体重が生下時を下廻fって
ては，その生理学的特性の故になおかつ安全とは云 いるもの，脱水の著明なものなどの項目が挙げられ
えず多くの問題点が残されている。手術成績の向上 ているが，教室における昭和 32年以降 54例の症例
には，術後の合併症について，死因について，検討 について検討した結果，これら臨床的規準は必ずし
を加えることが，その一助となることは論をまたな も適用し得ないことを知った。
初診時の X線検査所見を，胃拡張の程度，胃嬬動
この点、l乙鑑みて，最近経験せる乳幼児手術例の検 の性状，幽門移開時間の長短，幽門管狭窄所見，腸
討を行い，併せて整形外科，小児科症例を併せ検討 管ガス像の減少度合などについて綜合判定し，重症
した。 16例，中等症 21例，軽症 17例の成績を得，重症例
昭和 34年 7月より昭和 40年 7月までの乳幼児入 は早期手術の適応であり，中等症例は内科的治療に
院患者数は外科 302例， うち 16例死亡，整形外科 より全治までに比較的長期間を要した。 
180例， うち 3例死亡している。 手術例の幽門腫癌の試験切除標本について Auer-
更に疾患別手術症例では外科に於いてはヘルニア bach氏神経叢の組織学的検査を行い，重症例に高 
130例を最高とし，総計 206例となり整形外科に於 度の神経学的変性をみ，中等症例及び軽症例は変性
いては，兎暦，口蓋裂 56例を最高として 131例に が軽度である結果よりみて，本症の成因には幽門部
及んでいる。 の神経学的変調が大きな役割を演じているものと考
年令別に麻酔方法を見れば外科に於いては Open- 察せられた。 
dropが多く用いられ，整形外科に於いては脊麻が
比較的多い。 37.馬杉腎炎 35周年に際し馬杉腎炎の思い出
更に外科手術例について疾患別に見れば鼠醸ヘル 富塚八十一 

ニアの術後合併症は 11%にみられている。急性虫
 
